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１．工法の概要

２．工法の特徴

① 温水を利用するため硬化のムラが無く高品質な更生が可能。

② 上下水道、農工水パイプライン等の目的に応じた構造設計が可能。

③ 耐震レベル１、レベル２に対応。

④ 大口径、長距離施工が可能。

⑤ ベンド管の最大屈曲角度は90°まで施工可能。

⑥ 更生管厚を自由に設定でき、自立管・二層構造管に対応することが可能。

⑦ 本管と取付管を一体化することが可能。

⑧ 粗度係数の向上により、流下能力を飛躍的に向上。

⑨ 50年後のクリープを想定した設計を行い、管路の長寿命化が可能。

※　建設技術審査証明書で認定されている数値、項目との相違あり

３．適用範囲

PC管・RC管・陶管・石綿管・鋼管・鋳鉄管・塩ビ管

75㎜ ～ 2600㎜

通常300m 最大800m

1.5MPa

円形・矩形・卵型・馬蹄形等

※上記以外については、お問い合せ下さい。

形 状

　本工法は反転・引込方式による熱硬化性樹脂を用いた更生技術であり、急勾配、長距離のライニングを可

能にした工法です。

　プラスチックフィルムで外表面を被覆した樹脂含浸チューブを老朽管路内に反転又は引込挿入させ、樹脂

含浸チューブを空気圧又は水圧で加圧し老朽管壁に張付け、加熱又は常温で硬化させることにより、老朽管

内面に水密性の高いプラスチックパイプを非開削で形成する工法です。

　Two-Way樹脂含浸チューブは、プラスチックファイバーの織布及び不織布にグラスファイバーを複合させる

ことにより内圧に対し高い耐性を有する構造にすることも可能です。

管 種

管 径

施 工 延 長

内 圧



４．施工工程

事前調査

・ 既設管渠の路線、管種、形状、延長、土被り、地下水位の確認

・ 既設管渠の損傷個所、劣化度合いの調査

・ 本管及び取付管の接合部の調査

・ 人孔の寸法、状態の調査

・ 流水量、侵入水等の調査

・ 道路交通等周辺環境の調査

・ その他施工支障物の確認

設計

・ ライニング材の寸法、形状の設計

・ 挿入時及び硬化時圧力の設計

・ ライニング作業時間の算定

・ 付帯工における機材の選定

計画準備

・ 施工方法・要領の検討、計画

・ 使用材料・機材の調達

・ 許認可の手続き（道路使用許可・材料承認等）

・ 地域住民への工事内容周知

施工

・ ライニング施工

・ 付帯工

・ 報告書の作成

・ ライニング材物性試験

事前調
査

設計
計画準
備

施工 完了



本管・取付管一体化施工の作業工程

※

※本管施工後に取付管をライニング可能。取付管後施工の場合、一体化については確認していない

本管・取付管洗浄工

本管・取付管調査工

前処理工

準備工

水替え工

取付管洗浄工

取付管TVカメラ調査
工

取付管ライニング工

取付管洗浄工

取付管TV調査工

本管洗浄工

本管TV調査工

本管ライニング工

管口切断仕上工

取付管穿孔工

取付管ライニング工

本管洗浄工

本管TV調査工

跡片付け

ライニング材引込

カラー取付

シールバック設置

加圧・温水注入

養生

排水

取付管口切断仕上
工

仮設準備

ライニング材セット

反転・引込挿入

加圧・温水循環

冷却・排水

ライニング材引込

カラー取付

シールバック設置

加圧・温水注入

養生

排水

取付管口切断仕上
工



５．本工事費の構成

費目 工種 種別 細別 単位

本工事費

管渠更生工

管渠更生材

本管ライニング材 ｍ

取付管ライニング材 箇所

本管未含浸ライナー(必要に応じて) ｍ

ライナーエンド(必要に応じて) 個

サイクルーホース(必要に応じて) ｍ

管口補強材(必要に応じて) ｍ

アウトライナー(必要に応じて) ｍ

ライニング工

ライニング準備工 箇所

反転・引込挿入工 ｍ

硬化養生工 ｍ

管口切断仕上工 箇所

端部樹脂ﾊﾟﾃ仕上工(必要に応じて) ｍ

内面バンド工(必要に応じて) 箇所

アウトライナー挿入工 ｍ

ライニング後片付け工 箇所

取付管ライニング工 箇所

取付管穿孔工 箇所

付帯工

本管洗浄工 ｍ

取付管洗浄工 ｍ

本管TV調査工 ｍ

管内目視調査工 ｍ

取付管TV調査工 箇所

反転足場支保工(必要に応じて) 箇所

前処理工 箇所

水替工(必要に応じて) 式

直接工事費

共通仮設費

運搬費

仮設費

安全費

役務費

技術管理費　等

純工事費

現場管理費

工事原価

一般管理費

工事価格

消費税相当額

本工事費計



施工規模の区分

A 小口径 φ75以上 ～ φ400未満

B 小口径Ⅱ φ400以上 ～ φ800未満

C 中口径 φ800以上 ～ φ1200未満

D 中口径Ⅱ φ1200以上 ～ φ1500未満

E 大口径 φ1500以上

６．数量計算

（１） 本管ライニング材

・ ライニング材延長の算定

発進・到達坑が既設マンホールの場合、ライニング材延長は次式にて求めます。

ライニング材延長＝L1＋L2＋L3（m）
×エキストラ加算

※下水道管渠で200-800㎜の場合、(2)～(6)の材料込みの単価を設定しているため
　∑L1-3の延長に単価を乗じたものを材料費とする。

・ ライニング材延長に応じて、材料費に下表のエキストラを加算する。

表6-2
0.5%
1.5%
2.0%
3.0%
3.5%
4.0%
5.0%

（２） 本管未含浸ライナー材（必要に応じて）

・ 本管未含浸ライナー延長の算定
表6-1

管口 管内
小口径 5.0m - -

小口径Ⅱ 7.0m - -
中・大口径 7.0m 1.0m 2.0m

※標準施工が困難な場合、現場条件を考慮し設定します。

（３） 管口補強材（必要に応じて）

管口補強材の長さは、小口径５ｍ、それ以外は７ｍを計上する。
（発進口や管路の勾配により二重あるいは三重となる場合がある。）

100m～150m
150m～200m
200m～250m

余長
ﾀﾜｰ高さ

300m～400m
250m～300m

-
管径

400m～500m
500m以上

-

補正

L3L1L2



（４） サイクルーホース（必要に応じて）

1本当りのホース長さはライニング材料と同じとする。

表6-3
通 常 150ｍ超 曲り有

Ａ 2in 3in 3in
Ｂ 3in 3in 3in
Ｃ 3in×2 3in×2 3in×2
Ｄ
Ｅ

※原則、上記を推奨する。（現地条件によっては変更する場合がある。）

（５） アウトライナー（必要に応じて）

アウトライナーの長さは、ライニング材料長とする。

（６） ライナーエンド（必要に応じて）

ライナーエンドは、1スパン1個計上する。
タイプは、通常標準タイプとする。

・ ライナーエンド 標準タイプ 0.05MPa
ハードタイプ 0.07MPa
超ハードタイプ 0.15MPa

現場条件に応じて選択

施工規模区分
φ 75 以 上 ～ φ 400 未 満

φ1500以上
φ 1200 以 上 ～ φ 1500 未 満
φ 800 以 上 ～ φ 1200 未 満
φ 400 以 上 ～ φ 800 未 満



７．代価表

本工事内訳書

種目 単位 数量 単価 金額 摘要

管渠更生材 式 1 A-1
ライニング工 式 1 A-2
付帯工 式 1 A-3

直接工事費計

A-1　管渠更生材 1式当り

種目 単位 数量 単価 金額 摘要

本管ﾗｲﾆﾝｸﾞ材 ｍ
取付管ライニング材 箇所
※以下必要に応じて
本管未含浸ﾗｲﾅｰ ｍ
ライナーエンド 個
サイクルーホース ｍ
管口補強材 ｍ
アウトライナー ｍ

計

A-2　ライニング工 1式当り

種目 単位 数量 単価 金額 摘要

ライニング準備工 箇所 B-1
反転・引込挿入工 ｍ B-2
硬化養生工 ｍ B-3
取付管ライニング工 箇所 B-4
管口切断仕上工 箇所 B-5
アウトライナー挿入工 ｍ B-6
取付管穿孔工 箇所 B-7
ライニング後片付け工 箇所 B-8

計

A-3　付帯工 1式当り

種目 単位 数量 単価 金額 摘要

本管洗浄工 m B-9
本管TVｶﾒﾗ調査工 m B-10
管内目視調査 m B-11
取付管TVｶﾒﾗ調査工 箇所 B-12
前処理工 箇所 B-13

計

形状・寸法

形状・寸法

形状・寸法

形状・寸法



※計上する人工および数量は、8.作業編成及び作業内容を参照。
※TW技師は、測量主任技師単価とする。

B-1　ライニング準備工 1箇所当り

種目 単位 数量 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人
TW技師 人
特殊作業員 人
ラフテレーンクレーン賃料 日
ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車運転工 日 表13-6
水槽（大）賃料 日
水槽（小）賃料 日
給水車運転工 　4t 日 表13-1
大型給水車運転工 　10t 日 表13-2
小計
諸雑費 % 5.00

計 ／標準施工量

B-2　反転・引込挿入工 1m当り

種目 単位 数量 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人
TW技師 人
特殊作業員 人
普通作業員 人
ラフテレーンクレーン賃料 日
ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車運転工 日 表13-6
水槽（大）賃料 日
水槽（小）賃料 日
給水車運転工 　4t 日 表13-1
大型給水車運転工 　10t 日 表13-2
小計
諸雑費 % 7.50

計
m当り ／標準施工長さ

最低保障計上数量：標準施工長さ／4

B-3　硬化養生工 1m当り

種目 単位 数量 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人
TW技師 人
特殊作業員 人
普通作業員 人
ボイラーユニット 　小 日 表13-7
ボイラーユニット 　大 日 表13-8
温水ユニット 　小 日 表13-9
温水ユニット 　大 日 表13-10
ｸﾚｰﾝ装置付ﾄﾗｯｸ 　4t 日 表13-11
ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車運転工 日 表13-6
水槽（大）賃料 日
水槽（小）賃料 日
給水車運転工 　4t 日 表13-1
大型給水車運転工 　10t 日 表13-2
小計
諸雑費 % 5.00

計
単位当り ／標準施工長さ

最低保障計上数量：標準施工長さ／4

形状・寸法

形状・寸法

形状・寸法



※計上する人工および数量は、8.作業編成及び作業内容を参照。
※TW技師は、測量主任技師単価とする。

B-4　取付管ライニング工 1箇所当り

種目 単位 数量 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人
TW技師 人
特殊作業員 人
ボイラーユニット 　小 日 表13-7
温水ユニット 　小 日 表13-9
ｸﾚｰﾝ装置付ﾄﾗｯｸ 　4t 日 表13-11
給水車運転工 　4t 日 表13-1
TVカメラ車運転工 日 表13-4
小計
諸雑費 % 7.50

計
単位当り ／標準施工量

B-5　管口切断仕上工 1箇所当り

種目 単位 数量 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人
TW技師 人
特殊作業員 人
ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車運転工 日 表13-6
小計
消耗品費 % 5.00

計 ／標準施工量

B-6　アウトライナー挿入工 1m当り

種目 単位 数量 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人
TW技師 人
特殊作業員 人
ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車運転工 日 表13-6
小計
消耗品費 % 5.00

計 ／標準施工量

B-7　取付管穿孔工 1箇所当り

種目 単位 数量 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人
TW技師 人
特殊作業員 人
穿孔作業車運転工 日 表13-5
TVカメラ車運転工 日 表13-4
ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車運転工 日 表13-6
小計
消耗品費 % 5.00

計
単位当り ／標準施工量

形状・寸法

形状・寸法

形状・寸法

形状・寸法



※計上する人工および数量は、8.作業編成及び作業内容を参照。
※TW技師は、測量主任技師単価とする。

B-8　ライニング後片付け工 1箇所当り

種目 単位 数量 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人
TW技師 人
特殊作業員 人
ラフテレーンクレーン賃料 日
ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車運転工 日 表13-6
水槽（大）賃料 日
水槽（小）賃料 日
給水車運転工 　4t 日 表13-1
大型給水車運転工 　10t 日 表13-2
小計
諸雑費 % 5.00

計 ／標準施工量

B-9　～　12　下水道維持管理業協会　歩掛参照

B-13　前処理工 1箇所当り

種目 単位 数量 単価 金額 摘要

土木一般世話役 人
清掃技師 人
特殊作業員 人
普通作業員 人
穿孔作業車運転工 日 表13-5
TVカメラ車運転工 日 表13-4
高圧洗浄車運転工 日 表13-3
小計
諸雑費 % 5.00

計
単位当り ／標準施工量

形状・寸法

形状・寸法



施工規模の区分

A 小口径 φ75以上 ～ φ400未満

B 小口径Ⅱ φ400以上 ～ φ800未満

C 中口径 φ800以上 ～ φ1200未満

D 中口径Ⅱ φ1200以上 ～ φ1500未満

E 大口径 φ1500以上

８．作業編成及び作業内容

8-1 ライニング準備･後片付け工

　ライニング準備･後片付け工(反転準備､給水､排水､配管､配線､試運転､カラー取付け､ライニング

材取付け､解体)の作業編成及び作業内容は、表8-1を標準とする。

表8-1 ライニング準備･後片付け工標準作業編成表

人数・台数

職種・使用機材 単位 施工規模の区分 作業、機材の内容

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

 土木一般世話役 人 1 1 1 2 2  工種全般にわたる総合指揮

 ﾗｲﾆﾝｸﾞ技師 人 1 1 1 2 2  ﾗｲﾆﾝｸﾞに関する技術指導及び管理

 特殊作業員 人 2 3 4 5 6  ﾗｲﾆﾝｸﾞ作業

 一般運転手 人 2 2 2 3 4  給水車、ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車の運転

 ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ車 台 1 1 1 1  10～50ｔ

 ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車 台 1 1 1 1 1  ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ、発電機、ｶﾗｰ等

 水槽（大） 基 2 3 4  20 

 水槽（小） 基 1 2  5 

 給水車 台 1 1  4t

 大型給水車 台 1 2 3  10t

※ 標準作業量については、表11-1参照とする。

※ ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ車はｵﾍﾟ付き賃料、水槽は賃料(もしくは損料×30日)とする。

※ 工具類は諸雑費（5%）にて計上する。

8-2 反転・引込挿入工

　反転引込挿入工(取付けが完了しているライニング材の反転)の作業編成及び作業内容は、

表8-2を標準とする。

表8-2 反転工の標準作業編成表

人数・台数

職種・使用機材 単位 施工規模の区分 作業、機材の内容

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

 土木一般世話役 人 1 1 1 1 1  工種全般にわたる総合指揮

 ﾗｲﾆﾝｸﾞ技師 人 1 1 1 1 1  ﾗｲﾆﾝｸﾞに関する技術指導及び管理

 特殊作業員 人 2 2 3 3 3  ﾗｲﾆﾝｸﾞ作業（機器操作）

 普通作業員 人 2 3 3 4 4  ﾗｲﾆﾝｸﾞ作業

 一般運転手 人 2 2 2 3 4  給水車、ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車の運転

 ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ車 台 1 1 1 1  10～50ｔ

 ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車 台 1 1 1 1 1  ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ、発電機、ｶﾗｰ等

 水槽（大） 基 2 3 4  20 

 水槽（小） 基 1 2  5 

 給水車 台 1 1  4t

 大型給水車 台 1 2 3  10t

※ 標準作業量については、表11-2参照とする。

※ ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ車はｵﾍﾟ付き賃料、水槽は賃料(もしくは損料×30日)とする。

※ 工具類は諸雑費（7.5%）にて計上する。



施工規模の区分

A 小口径 φ75以上 ～ φ400未満

B 小口径Ⅱ φ400以上 ～ φ800未満

C 中口径 φ800以上 ～ φ1200未満

D 中口径Ⅱ φ1200以上 ～ φ1500未満

E 大口径 φ1500以上

8-3 硬化養生工

　硬化養生工(ライニング材の加熱、養生)の作業編成及び作業内容は表8-3を標準とする。

満水とシャワー、２種の加熱方法がある。

表8-3 硬化養生工の標準作業編成表

人数・台数

職種・使用機材 単位 施工規模の区分 作業、機材の内容

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

 土木一般世話役 人 1 1 1 1 1  工種全般にわたる総合指揮

 ﾗｲﾆﾝｸﾞ技師 人 1 1 1 1 1  ﾗｲﾆﾝｸﾞに関する技術指導及び管理

 特殊作業員 人 2 2 3 3 3  ﾗｲﾆﾝｸﾞ作業（機器操作）

 普通作業員 人 1 2 2 3 3  ﾗｲﾆﾝｸﾞ作業

 一般運転手 人 2 2 2 3 4  ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車、給水車(各ﾕﾆｯﾄ車)運転

 ﾎﾞｲﾗｰﾕﾆｯﾄ(小) 台 1

 ﾎﾞｲﾗｰﾕﾆｯﾄ(大) 台 1 2 3 4

 温水ﾕﾆｯﾄ(小) 台 1 1

 温水ﾕﾆｯﾄ(大) 台 1 1 1

 ｸﾚｰﾝ装置付ﾄﾗｯｸ 台 2 2 2 3 3

 給水車 台 1 1  4t

 大型給水車 台 1 2 3  10t

 ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車 台 1 1 1 1 1  ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ、発電機、ｶﾗｰ等

 水槽（大） 基 2 3 4  20 

 水槽（小） 基 1 2  5 

※ 標準作業量については、表11-3参照とする。

※ ﾎﾞｲﾗｰﾕﾆｯﾄ、温水ﾕﾆｯﾄ台数は表8-3を標準とするが、施工延長・高低差等現場条件を考慮し

　決定する。

※ 水槽は賃料日(もしくは損料×30日)とする。

※ 工具類は諸雑費（5%）にて計上する。

8-4 取付管ライニング工

　取付管ライニング材の挿入、加熱、養生)の作業編成及び作業内容は表8-4を標準とする。

表8-4 取付管ライニング工の標準作業編成表

人数・台数

職種・使用機材 単位 施工規模の区分 作業、機材の内容

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

 土木一般世話役 人 1 1 1 1 1  工種全般にわたる総合指揮

 TW技師 人 1 1 1 1 1  ﾗｲﾆﾝｸﾞに関する技術指導及び管理

 特殊作業員 人 2 2 2 2 2  ﾗｲﾆﾝｸﾞ作業

 普通作業員 人 - - 1 1 1  ﾗｲﾆﾝｸﾞ作業補助

 一般運転手 人 2 2 1 1 1  TVカメラ車、給水車(各ﾕﾆｯﾄ車)運転

 ﾎﾞｲﾗｰﾕﾆｯﾄ(小) 台 1 1 1 1 1

 温水ﾕﾆｯﾄ(小) 台 1 1 1 1 1

 ｸﾚｰﾝ装置付ﾄﾗｯｸ 台 1 1 1 1 1

 給水車 台 1 1 1 1 1  4t

 TVカメラ車 台 1 1 - - -

※ 本表の1日当り作業時間については8時間とする。

※ 標準作業量については、表11-4参照とする。

※ 工具類は諸雑費（7.5%）にて計上する。

 温水槽,温水ﾎﾟﾝﾌﾟ,耐熱ﾎｰｽ等

 温水槽,温水ﾎﾟﾝﾌﾟ,耐熱ﾎｰｽ等

 温水槽,温水ﾎﾟﾝﾌﾟ,耐熱ﾎｰｽ等



施工規模の区分

A 小口径 φ75以上 ～ φ400未満

B 小口径Ⅱ φ400以上 ～ φ800未満

C 中口径 φ800以上 ～ φ1200未満

D 中口径Ⅱ φ1200以上 ～ φ1500未満

E 大口径 φ1500以上

8-5 管口切断仕上工

　管口切断仕上工(サンダーレシプロ、チェンソー、ホルソー等を用い更生材を切断)の作業編成及

び作業内容は表8-5を標準とする。

表8-5 管口切断仕上工の標準作業編成表

人数・台数

職種・使用機材 単位 施工規模の区分 作業、機材の内容

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

 土木一般世話役 人 1 1 1 1 1  工種全般にわたる総合指揮

 TW技師 人 1 1 1 1 1  管口切断に係る技術指導及び管理

 特殊作業員 人 2 2 2 3 4  管口切断及び仕上

 一般運転手 人 1 1 1 1 1  ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車の運転

 ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車 台 1 1 1 1 1  ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ、発電機、送風機、ｺｰﾄﾞ等

※ 標準作業量については、表11-5参照とする。

※ 工具類は諸雑費（5%）にて計上する。

8-6 アウトライナー挿入工

　アウトライナー挿入工(Ａ､Ｂ､Ｃ､Ｄ及び耐圧ジャケットの反転又は引込みによる挿入)

の作業編成及び作業内容は表8-6を標準とする。

表8-6 アウトライナー挿入工の標準作業編成表

人数・台数

職種・使用機材 単位 施工規模の区分 作業、機材の内容

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

 土木一般世話役 人 1 1 1 1 1  工種全般にわたる総合指揮

  TW技師 人 1 1 1 1 1  挿入作業に係る技術指導及び管理 

 特殊作業員 人 2 2 3 3 4  挿入作業

 一般運転手 人 1 1 1 1 1  ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車の運転

 ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車 台 1 1 1 1 1  ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ、発電機、巻取機、送風機等

※ 標準作業量については、表11-6参照とする。

※ 工具類は諸雑費（5%）にて計上する。

8-7 取付管穿孔工

　穿孔仕上工(空気弁、取付管等の更生材穿孔・ｼｰﾙ)の作業編成及び作業内容は表8-7を標準とする。

表8-7 穿孔仕上工の標準作業編成表

人数・台数

職種・使用機材 単位 施工規模の区分 作業、機材の内容

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

 土木一般世話役 人 1 1 1 1 1  工種全般にわたる総合指揮

 ﾗｲﾆﾝｸﾞ技師 人 1 1 1 1 1  穿孔仕上げに係る技術指導及び管理

 特殊作業員 人 2 2 2 2 2  穿孔及び仕上

 穿孔機車 台 1 1  2ｔ 135PS

 本管用ＴＶｶﾒﾗ車 台 1 1  2ｔ 97PS

 ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車 台 1 1 1  穿孔器具,発電機,送風機等

※ 標準作業量については、表11-7参照とする。

※ 工具類は諸雑費（5%）にて計上する。



施工規模の区分

A 小口径 φ75以上 ～ φ400未満

B 小口径Ⅱ φ400以上 ～ φ800未満

C 中口径 φ800以上 ～ φ1200未満

D 中口径Ⅱ φ1200以上 ～ φ1500未満

E 大口径 φ1500以上

8-8 付帯工

8-8-1　本管洗浄工 下水道維持管理業協会　歩掛参照

8-8-2　本管ＴＶカメラ調査工（φ800mm未満） 下水道維持管理業協会　歩掛参照

8-8-3　管内目視調査工（φ800mm以上） 下水道維持管理業協会　歩掛参照

8-8-4　取付管ＴＶカメラ調査工 下水道維持管理業協会　歩掛参照

8-8-5　前処理工

　前処理工(突出管・モルタル・木の根・パッキン除去)の作業編成及び作業内容は

表8-8を標準とする。

表8-8 前処理工の標準作業編成表

人数・台数

職種・使用機材 単位 施工規模の区分 作業、機材の内容

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

 土木一般世話役 人 1 1 1 1 1  工種全般にわたる総合指揮

 清掃技師 人 1 1 1 1 1  前処理に係る技術指導及び管理

 特殊作業員 人 1 1 1 1 1  前処理作業

 普通作業員 人 1 1 1 1 1  前処理補助作業

 特殊運転手 人 1 1 - - -  高圧洗浄車の運転

 一般運転手 人 2 2 - - -  TVカメラ車、穿孔作業車の運転

 穿孔作業車 台 1 1 - - -

 高圧洗浄車 台 1 1 - - -

 TVカメラ車 台 1 1 - - -

 穿孔用工具 式  ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ発電機,送風機,ｻﾝﾀﾞｰ等

※ 標準施工数量は、表11-8参照とする。

※ 工具類は諸雑費（5%）にて計上する。

1



９．ライニング専用特殊使用機器の構成

9-1 ボイラーユニット

ボイラーユニットは、表2-1の装備を標準とする。

表9-1 ボイラーユニット標準装備

名 称 規 格 数 量 備 考

 ﾎﾞｲﾗｰ  20万kcal/h 1 ※大型は2台

 ﾎﾟﾝﾌﾟ  3.7kw 1

 発電機  20～45KVA､26PS 1

 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ  1.4 /min､18PS 1

 耐熱ﾎｰｽ 1

9-2 温水ユニット

温水ユニットは、表2-2の装備を標準とする。

表9-2 温水ユニット標準装備

名 称 規 格 数 量 備 考

 ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ  4ｔ積2.9ｔ吊､179PS 1

 温水槽 1

 温水ﾎﾟﾝﾌﾟ  5.5～15.0kw 2

 耐熱ﾎｰｽ 1

 その他使用機器 1  ｸﾗﾝﾌﾟ､ｺｰﾄﾞﾘｰﾙ､ﾊﾞﾙﾌﾞ等

9-3 ライニング機材搭載車

ライニング機材搭載車は、表9-3の装備を標準とする。

表9-3 ライニング機材搭載車標準装備

名 称 規 格 数 量 備 考

 ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ  4ｔ積2.9ｔ吊､179PS 1

 発電機  20KVA､26PS 1

 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ  16PS 1

 ﾎﾟﾝﾌﾟ 1

 工具類 1



１０燃料消費量

各使用機器の運転１時間当りの燃料消費量を表10に示す。

表10　1時間当たり燃料消費量

規 格 主 燃 料 ㍑ / ｈ

 ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車 軽油 5.7+3.3 = 9.0 

 ﾕﾆｯｸ付ﾄﾗｯｸ  4ｔ積2.9ｔ吊､179PS 5.7

0.043×132kw

 発電機  20KVA､26PS 3.3

0.145×23kw

 給水車  給水車  4ｔ､210PS 軽油 6.6

0.043×154kw

 給水車  大型給水車  10ｔ､350PS 軽油 11.1

0.043×257kw

 ﾎﾞｲﾗｰﾕﾆｯﾄ  小  20万kcal/h 灯油 30.0

 発電機  20KVA､26PS 軽油 3.3

0.145×23kw

 ﾎﾞｲﾗｰﾕﾆｯﾄ  大  40万kcal/h 灯油 60.0

 発電機  20KVA､26PS 軽油 3.3

0.145×23kw

 温水ﾕﾆｯﾄ  大・小  5.5kw(2台) 軽油 1.78*2 = 3.6 

 温水ﾎﾟﾝﾌﾟ 0.323×5.5kw

 ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ車  ﾕﾆｯｸ付ﾄﾗｯｸ  4t 2.9t吊、179PS 軽油 5.7

0.043×132kw

 高圧洗浄車  4ｔ､210PS 軽油 6.6

0.043×154kw

 ＴＶｶﾒﾗ車  97PS ガソリン 5.1

0.071×71kw

 穿孔機車  2ｔ､135PS 軽油 7.0

0.071×99kw

名 称



施工規模の区分

A 小口径

B 小口径Ⅱ

C 中口径

D 中口径Ⅱ

E 大口径

11-1 ライニング準備･後片付け工

ライニング準備･後片付け工の１施工当り標準施工量を、表11-1に示す。

表11-1 ライニング準備･後片付け工標準施工量

準 備 後 片 付 け

Ａ φ  75　～　φ 399 2.0 箇所 3.0 箇所

Ｂ φ 400　～　φ 799 1.0 箇所 2.0 箇所

Ｃ φ 800　～　φ1199 0.5 箇所 1.0 箇所

Ｄ φ1200　～　φ1499 0.4 箇所 0.8 箇所

Ｅ φ1500　以上 0.3 箇所 0.7 箇所

11-2 反転・引込挿入工

反転・引込工の1日当り標準施工量を、表11-2に示す。

表11-2 反転・引込工標準施工量

１日当り標準施工延長

反転 引込

Ａ φ  75　～　φ 399 140 ｍ 70 ｍ

Ｂ φ 400　～　φ 799 130 ｍ 65 ｍ

Ｃ φ 800　～　φ1199 120 ｍ 60 ｍ

Ｄ φ1200　～　φ1499 110 ｍ 55 ｍ

Ｅ φ1500　以上 100 ｍ 50 ｍ

※ 標準施工延長以上はｍ単位

※上記は曲りの無い一定勾配管路の標準日進量であり、管路勾配、曲り、高低差等

　現場条件に応じて日進量を補正（50％以内）

※ １施工が1/4標準施工量に満たない場合は、1/4施工費用を計上する。

11-3 硬化養生工

硬化養生工の1日当り標準施工量を、表11-3に示す。

表11-3 硬化養生工標準施工量

満水 シャワー

Ａ φ  75　～　φ 399 70 ｍ 100 ｍ

Ｂ φ 400　～　φ 799 60 ｍ 90 ｍ

Ｃ φ 800　～　φ1199 60 ｍ 90 ｍ

Ｄ φ1200　～　φ1499 50 ｍ 70 ｍ

Ｅ φ1500　以上 40 ｍ 60 ｍ

※ 標準施工延長以上はｍ単位

※上記は曲りの無い一定勾配管路の標準日進量であり、管路勾配、曲り、高低差等

　現場条件に応じて日進量を補正（50％以内）

※ １施工が1/4標準施工量に満たない場合は、1/4施工費用を計上する。

φ75以上～φ400未満

φ400以上～φ800未満

φ800以上～φ1200未満

φ1200以上～φ1500未満

φ1500以上

１１．

施 工 規 模 区 分

１日当り標準施工延長

施工規模区分

施工規模区分



11-4 取付管ライニング工

取付管ライニング工標準施工量を、表11-4に示す。

表11-4 取付管ライニング工標準施工量

標準施工量

2.5 箇所

2.0 箇所

1.5 箇所

1.0 箇所

※上記以外の施工条件の場合は別途考慮。

※１施工が標準施工量に満たない場合は、１施工費用を計上する。

11-5 管口切断仕上工

管口切断仕上工の1日当り標準施工量を、表11-5に示す。

表11-5 管口切断仕上工標準施工量

管内切断 管口切断

Ａ φ  75　～　φ 399 － 5.0 箇所

Ｂ φ 400　～　φ 799 － 4.0 箇所

Ｃ φ 800　～　φ1199 1.0 箇所 3.0 箇所

Ｄ φ1200　～　φ1499 0.9 箇所 2.5 箇所

Ｅ φ1500　以上 0.8 箇所 1.8 箇所

※ ＳＤＲ　（管径／板厚）

11-6 アウトライナー挿入工

アウトライナー挿入工の1日当り標準施工量を、表11-6に示す。

表11-6 アウトライナー挿入工日当り施工量

挿入量

Ａ φ  75　～　φ 399 200 ｍ

Ｂ φ 400　～　φ 799 180 ｍ

Ｃ φ 800　～　φ1199 150 ｍ

Ｄ φ1200　～　φ1499 120 ｍ

Ｅ φ1500　以上 100 ｍ

※ 標準施工延長以上はｍ単価

11-7 取付管穿孔工

穿孔仕上げ工の1日当り標準施工量を、表11-7に示す。

表11-7 穿孔仕上げ工標準施工量

800㎜未満 800㎜以上

φ200未満 6.0 箇所 3.0 箇所

φ75㎜以上～φ200㎜以下

13m以上15m未満

施 工 規 模 区 分
切断箇所

施 工 規 模 区 分

穿孔径
本管径

6m以上8m未満

8m以上13m未満

取付管ﾗｲﾅｰ延長

3m以上6m未満

管径（㎜）



11-8 付帯工

11-8-1 本管洗浄工

11-8-2 本管ＴＶカメラ調査工

11-8-3 管内目視調査工

11-8-4 取付管TVカメラ調査工

11-8-5 前処理工

前処理工の1施工当り／標準施工量を、表11-8に示す。

表11-8 前処理工標準施工量

パッキン・木の根 モルタル 突出取付管

Ａ φ  75　～　φ 399 10箇所 7箇所 5箇所

Ｂ φ 400　～　φ 799 10箇所 7箇所 5箇所

Ｃ φ 800　～　φ1199 20箇所 14箇所 10箇所

Ｄ φ1200　～　φ1499 20箇所 14箇所 10箇所

Ｅ φ1500　以上 25箇所 18箇所 12箇所

※φ800未満は穿孔作業車、φ800㎜以上は管内入坑作業とする。

※ 上記以外の施工条件の場合は別途考慮する。

※モルタルは50㎝を超えるものは別途考慮する。

施 工 規 模 区 分



１２．消耗材

　１）シリコーンオイル １２）サンダー替刃

　２）ビニールテープ １３）充填用バルブ付ニップル

　３）シリコーンコーキング １４）カッター

　４）固定バンド、金具 １５）補助ライナー

　５）熱伝対 １６）バケツ

　６）ホースエンド １７）カッパ

　７）更生材バンド １８）ハケ

　８）モールド 小 １９）アセトン

　９）モールド 大 ２０）ロープ

１０）急結セメント ２１）その他

１１）急結ポリエステル



１３．機械運転歩掛り

13 機械運転歩掛り

表13-1 給水車(４ｔ)運転工１日当り表

規 格 単 位 数 量

 一般運転手 人 1

 軽油  39.6

 4ｔ､210PS 時間 6

式 1

表13-2 給水車(10ｔ)運転工１日当り表

規 格 単 位 数 量

 一般運転手 人 1

 軽油  66.6

 10ｔ､350PS 時間 6

式 1

表13-3 高圧洗浄車運転工１日当り表

規 格 単 位 数 量

 特殊運転手 人 1

 軽油  39.6

 4ｔ､210PS 時間 6

式 1

表13-4 本管用ＴＶカメラ車運転工１日当り表

規 格 単 位 数 量

規 格 単 位 数 量

 一般運転手 人 1.0

 ｶﾞｿﾘﾝ  30.6

 97PS 時間 6

 直視側視式 時間 6

式 1

表13-5 穿孔車運転工１日当り表

規 格 単 位 数 量

 一般運転手 人 1.0

 軽油  42.0

 135PS 時間 6

式 1

表13-6 ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車運転工１日当り表

規 格 単 位 数 量

 一般運転手 人 1

 軽油  54.0

 179PS 時間 6

式 1

 運転手

 6.6 ×6h

 運転手

 主燃料

 ﾗｲﾆﾝｸﾞ機材搭載車損料

 諸雑費

 9.0 ×6h

名 称 摘 要

名 称 摘 要

 主燃料

 高圧洗浄車損料

 諸雑費

 主燃料

摘 要

 諸雑費

摘 要

 運転手

名 称 摘 要

 運転手

 主燃料  6.6 ×6h

 諸雑費

 運転手

 給水車損料

 主燃料  11.1 ×6h

 大型給水車損料

 諸雑費

名 称 摘 要

名 称

 主燃料  7.0 ×6h

 穿孔機車損料

 諸雑費

 5.1 ×6h

 ＴＶｶﾒﾗ車損料

 本管ＴＶｶﾒﾗ損料

名 称 摘 要

 運転手



表13-7 ﾎﾞｲﾗｰﾕﾆｯﾄ(小)運転工１日当り表

規 格 単 位 数 量

 軽油  26.4

 灯油  240.0

 20万kcal 時間 8

式 1

表13-8 ﾎﾞｲﾗｰﾕﾆｯﾄ(大)運転工１日当り表

規 格 単 位 数 量

 軽油  26.4

 灯油  480.0

 40万kcal 時間 8

式 1

表13-9 温水ﾕﾆｯﾄ(小)運転工１日当り表

規 格 単 位 数 量

 軽油  28.8

時間 8

式 1

表13-10 温水ﾕﾆｯﾄ(大)運転工１日当り表

規 格 単 位 数 量

 軽油  28.8

時間 8

式 1

表13-11 4tクレーン付トラック車(2.9t吊)運転工１日当り表

規 格 単 位 数 量

 軽油  33.1

時間 5.8

式 1 諸雑費

 諸雑費

名 称 摘 要

 主燃料  3.6 ×8h

 燃料(2)  60.0 ×8h

 主燃料  5.7 ×5.8h

 4tｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ車損料 (760h/130h）建設機械器具損料参照

名 称 摘 要

 諸雑費

 ﾎﾞｲﾗｰﾕﾆｯﾄ(大)損料

 諸雑費

 温水ﾕﾆｯﾄ(大)損料

名 称 摘 要

 燃料(1)  3.3 ×8h

 主燃料  3.6 ×8h

 温水ﾕﾆｯﾄ(小)損料

名 称 摘 要

 ﾎﾞｲﾗｰﾕﾆｯﾄ(小)損料

 諸雑費

名 称 摘 要

 燃料(1)  3.3 ×8h

 燃料(2)  30.0 ×8h
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